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◎対馬からトラキアブモドキの記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　境良朗

トラキアブモドキ易め1mShikokuana（Miyatake，1965）はキアブモドキ科に属し，日本では10種ほどで形成

されているグループの一種である（日本産昆虫日録データベース「MOKUROKU」）。最近まで和名も与えられ

ていなかったが，市毛勝義氏より「①後基節が黄色，②後脚腿節の両端が黒色」であることからトラキアブモ

ドキであろうとご教示を頂いた。

全国的にも稀種であり，対馬からも未記録と思われるので撮影データをもとに記録しておきたい。

【観察データ】
・1挑．，上県町念仏坂（Nem巾S雌aka），9－Ⅵ2007．撮影　クリの葉上

・lex．，厳原町東里（mgas油揚tO），11－Ⅵ一2013．犬束幸子撮影　メダケの葉上

・lex．，豊玉町仁位（Nii），15－Ⅵ－2014．撮影　（写真1．2））

・lex．，厳原町下原（S出血的別田），15－Ⅴ－2018．撮影
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日頃より双題目全般についてご教示いただいている市毛勝義氏，情報提供いただいた犬束幸子氏にお礼申し

上げる。

（さかいよしあき　〒817－0032対馬市厳原町451－2）

◎ヨツボシカミキリ県内の記録

ヨツボシカミキリ（鋤mquadino幼tumBates）は、長崎県でも対馬

や壱岐、五島列島などの離島も含め全県下に記録があるが、近年減少傾

向にある昆虫類のなかでも全国的に見てもその傾向が著しいカミキリム

シである。長崎県では絶滅危惧Ⅱ類ⅣU：Vuherable＝絶滅の危険が増大し

ている種）としてカテゴリー分けされており、その推移が注目されている。

ここでは、以下の未発表採集記録を見出したので記しておきたい。

西海市大瀬戸町雪ノ浦，21．V．1998，下条清隆採集　松尾標本保管

諌早市多良見町市布，27．V．2018，宮本遼平採集　自宅明かりに飛来

松尾照男・宮本遼平

自宅前のクリの木より飛来したと考えられる。（今坂正一氏に同定確認）　自宅に飛来したヨツボシカミキリ　宮本

採集標本の提供を受けた下条清隆氏と、宮本採集品の同定をお願いした今坂正一氏にお礼申し上げます。

（まつおてるお〒859－6325佐世保市吉井町大波142）

（みやもと　りょうへい〒859－0403諌早市多良見市布2303－16）

◎島原半島の牧場の糞虫事情　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本啓弘
一言で糞虫といっても日本国内でも150種類くらいおり、全長が30mを超えるダイコクコガネから、2mm

程度のマメダルマコガネまで様々である。食性の好みも大型獣糞から犬猫の糞、サル糞など、こちらも様々。

また、生息場所も高山帯から低地、森林からオープンランドとありとあらゆるところに生息している。

然しながらそこら中に動物の糞が落ちているわけはなく、採集しようと思ったら、基本はトラップ採集とい
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